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真理の探究,前人未踏の分野の開拓,もっと平易な言葉で言えば,不

明のことを明らかにすることは,学ぶ者の醍醐味である｡ しかし,それ

だけでは自己満足にとどまるだけである｡ 人間社会に生きている限り,

それを公表し,多 くの人からの批判と評価を受け,社会に役立たねばな

らない｡たとえ,それは,ノーベル賞とか学士院賞とかには遠く及ばな

くても,大きな夢を抱きつ ,ゝ日常業務のどんな小さいことでも,未知

のことを明らかにして,公表することは,学ぶ者の最大の喜びである｡

何事でも,初期の段階には,あらゆる角度から多くの批判を受けても,

とどまる所なく,努力し,前進して行けば,大きな幹になり,立派な花

が咲くものと確信する｡関係各位の学問の足跡が本誌であり,歴史の-

貢である｡


